
☑

☐

☑

☑ 環境

☑

☐

☑

☑

☐

＜パートナーシップ＞

☑

☐

☑

☑

☑

☐

☑

☑

☐

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 白鷺電気工業株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

経営方針：白鷺電気工業は、「企業使命感」及び「存続6ヶ条」に基づき、国際社会の目標である「持続可能な開発目標（SDGs）」を
考慮した事業活動を行い、社会・経済の発展と地球環境保全に貢献していくとともに、地球上の誰一人として取り残さない
（Leave no one behind）ことを理念としてSDGs達成に向けた活動に積極的に取組みます。
目指す姿：「知る」から「行動する」、そして「貢献する」へとＳＤＧｓに対する取り組みに注力します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

地域のライフラインを守ることを使命として地域社会に貢献してきた。過去の災害を風化させることなく、各お取引先様、協力会
社様には安全と信用を第一に、また従業員やその家族にも安心して従事できる職場環境の整備を図り、地域と業種を超えた産学
官の連携など新たな分野でも事業進化の挑戦を続けている。
また、NPO法人しらさぎと共に地元への貢献活動も続けていく。

環境 環境に配慮した事業の推進
「知る：ＳＤＧｓに関する理解浸透」
事業活動における環境への影響を低減させるため、環境への配慮を行うための目標を明ら
かにするとともに、これに基づく取組をPDCAサイクルの繰り返しにより継続的な改善に取
組みます

3カ年のCO2 排出削減目標を策定
2024年　基準年(2021年)の－3％削減
2025年　　　〃　（2024年）の－1％削減(基準年
見直し)
2026年　　　〃　（2024年）の－2％削減

社会

経済

啓発活動の推進
「行動する：働きやすい職場環境づくりの整備」
環境教育、環境社会貢献活動などを通して本方針を周知するとともに、社員の環境保全の意
識の向上を図り、地域の環境保護活動に積極的に貢献します

・多様な働き方を踏まえた制度の導入と運用
・年4回NPOと協同して八代城跡等景勝地の清掃活
動、森林水源涵養のための里山保全、 植林地の下草
刈りを実施（2023年 年3回→2024～2026年
年4回）

社会

経済

環境
SDGsへの取組み
「貢献する：環境活動の実践」
「知る」から「行動する」、そして「貢献する」へとSDGsに対する取組みに注力します

・環境活動を経営に融合させた取り組み内容をまと
め、環境経営レポートを年1回発行して公開する
（2023年 年1回 → 2024～2026年 年1回）

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境
環境に配慮した事業の推進
「知る：ＳＤＧｓに関する理解浸透」
事業活動における環境への影響を低減させるため、環境への配慮を行うための目標を明ら
かにするとともに、これに基づく取組をPDCAサイクルの繰り返しにより継続的な改善に取
組みます

・ＳＤＧｓに関するｅラーニング受講率
100％継続（2019年から全従業員
を対象として受講率100％継続中）
・月1回（年12回）の社内事務局主催
によるエコアクション21推進委員会
の実施

・2023年度まで受講率100％を継
続
・月1回のエコアクション21推進委員
会でSDGｓに関する情報を共有

社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その
理由等も記載してください。

環境
SDGsへの取組み
「貢献する：環境活動の実践」
「知る」から「行動する」、そして「貢献する」へとSDGsに対する取組みに注力します

・1年間の環境と経営に対する取り組
みをまとめたレポートの公開

・継続してレポートの作成、公開を実
施社会

経済

環境
啓発活動の推進
「行動する：働きやすい職場環境づくりの整備」
環境教育、環境社会貢献活動などを通して本方針を周知するとともに、社員の環境保全の
意識の向上を図り、地域の環境保護活動に積極的に貢献します

・多様な働き方を踏まえた制度の導
入
・年4回NPOと協同して熊本城と八
代城跡の清掃活動、森林水源涵養の
ための里山保全、 植林地下草刈りを
行う

・「子の看護休暇」「介護休暇」の有休
化導入、「不妊治療休暇」を新設
・NPOと共同で八代城跡、江津湖清
掃、水前寺公園清掃、南阿蘇村と西原
村での植林下草刈りを実施（2023
年3回、大雨でのイベント中止により
目標未達）

社会

経済


